蒲生東小学校
東近江市立蒲生東小学校いじめ防止基本方針


２　いじめの未然防止のための措置


　　　（未然防止のための取組等）


◆主体的な児童の取り組み


・児童会本部によるあいさつ運動 / いじめ防止の取り組み　


・「たてわり活動」による異学年集団の仲間作り一年生を迎える会・全校たてわり遠足等


・「まなびの森」「すこやかの森」の実施　　


◆いじめに向かわない子ども育て


・魅力ある学校作り・学級作り


・生命や人権を大切にする指導　/ 人権週間


・毎月の生活目標 /「蒲生東小生活のきまり」　教師による劇「やさしさの花」「支え合いの木」


・「学び合い」学習による「わかる・できる授業」の推進　充実した読書指導　ネット上のいじめ予防について


・意図的な教育課程の編成 / 交流体験の実施他　


◆地域・家庭との連携


・地域ボランティア・保幼小中の連携他


・開かれた学校作り（学校公開週間の実施他）


・地区懇談会の実施


（テーマ：親子の関わりについて）





１　いじめに対する基本的な考え方





◆いじめを絶対に許さない、いじめから子どもを守る学校をめざします


・学校は子どもの心身の安全・安心を最優先に考え、「いじめはどの子にも起こり得る」という認識を持って、いじめの未然防止及び早期発見・早期対応並びにいじめ問題への対処を行い、子どもを守ります。


・全ての教職員が一致協力し、組織的に適切かつ迅速に対応します。


◆「支え合い」をベースに居心地のいい学校づくりをめざし、いじめに向かわない子どもを育てます


・子ども同士の相互理解を深め、豊かな情操や規範意識、社会性を育み、お互いを支え合い高め合う教育活動を推進します。


・思いやりの心を育て、心の通い合う対人関係を構築できるよう育み、子どもの共感的人間関係づくりを推進します。


・基礎的な学力を身につけ、自尊感情や自己有用感をもった子どもの育成に努めます。





４　いじめに対する措置


　　　　（発見したいじめに対する対処等）


◆早期対応を大切にします


いじめの疑いに関する情報があった場合には、直ぐさま事実の確認、児童の様子や保護者の声等から気になる情報を収集し、迅速な対応を行います。（アセスメントとプランニング）


◆組織的な対応を行います


「いじめ対策委員会」※を招集し、情報を共有すると共に、さらに関連する児童から事情を聞き取り、いじめの有無を確認します。


事実確認の結果は、校長が速やかに市教育委員会に報告し、緊密な連携を図ります。校長は児童に対する支援・指導の体制方針を決定し、保護者や専門機関と連携し適切な支援・対処に努めます。





※いじめ防止対策委員会メンバー　：校長・教頭・教務主任・生徒指導主任・教育相談担当・人権教育担当・学年主任・養護教諭・特別支援教育コーディネーター・ＳＣ（中学校に配置）








３　早期発見のための措置　


　　　（いじめを見逃さない手立て等）


◆定期的なアンケート 


学期に1回、全校一斉に「いじめに関わるアンケート」調査を行い、いじめの芽がないか分析・実態把握を行います。


◆児童一人一人と教育相談


学級担任が児童一人一人と個人面談を行い、人間関係の悩みや学習のつまずきの相談等、一人一人の思いを受容的・共感的な態度で聞き、いじめの早期発見に努めます。


◆教職員の研修


学校いじめ防止基本方針と「我が校のストップいじめアクションプラン」に基づいて、「年度初め」、「夏季研修」等様々な場面で職員研修を行い、適切に指導できるよう力量を高めます。


◆保護者との連携


教育相談日、相談機関の周知はもとより、普段から保護者との細やかな連携を行い、保護者の思いに寄り添い、受け止め、互いに協力関係を築くことを大切にします。











